
　

12
月
16
日
、
第
7
回
お
し

ど
り
学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
エ
シ
カ
ル
消

費
～
あ
な
た
の
行
動
が
未
来

を
変
え
る
～
」
と
題
し
て
、

消
費
生
活
相
談
員
の
福
田
登

代
子
さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
と
は
、

よ
り
良
い
社
会
に
向
け
た
人

や
社
会
、
環
境
に
配
慮
し
た

消
費
者
行
動
の
こ
と
で
す
。

エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
い
て
、

ク
イ
ズ
や
写
真
を
見
た
り
し

て
楽
し
く
学
習
し
ま
し
た
。

　

学
園
生
は
、
自
ら
の
意
識

を
改
革
す
る
こ
と
で
、
環
境

保
全
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学

習
で
き
た
講
演
会
に
な
り
ま

し
た
。

日
時
　

2
月
17
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分

場
所
　
町
公
民
館
講
堂

内
容
　
講
演
　
最
高
の
人
生
の
見
つ
け
方

　
　
　
講
師
　
日
野
町
中
山
間
地
域
振
興
監

　
　
　
　
　
　
川
上
　
宏
さ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
町
公
民
館
（
７
４
‐
０
２
１
２
）

次
回
お
し
ど
り
学
園
の
ご
案
内

▲商品を前に「消費者の行動が未
来・社会を変える」と福田さん

▼
第
7
回
お
し
ど
り
学
園

日
ご
ろ
の
生
活
が
環
境
を
左
右
す
る

14

◀作品鑑賞で会話も弾
む▼瞬間を捉えた写真
作品が胸を打つ▶創作
のすばらしさを感じる
ひととき

◀子どもたちの作品を前に創意工夫に感心

―ご来場
ありがとう
ございました―

第 22回公民館まつり
　11 月 26 日と 27 日の 2 日間、第 22 回公民館ま
つりを開催しました。
　今回は、新型コロナウイルス感染症対策のため規
模を縮小し、作品展示と喫茶コーナーのみとし、期
間中は 140 人の方が来場しました。
　日ごろから活動している団体や個人など 23 組の
生涯学習の成果としての作品や活動報告などの展示
に魅了されたまつりとなりました。



　12月 19日、1メートル近く積もった雪。
朝、住

す ま い る

舞瑠に来た時には、菅福除雪隊の皆さんが
激しく降り続く雪の中、駅前広場や歩道の雪かき
の最中でした。ありがとうございました。

担当地区：菅福
佐々木 良明佐々木 良明
SASAKI RYOUMEISASAKI RYOUMEI

集落支援員
だより

力隊協
通信NEW!!!!

Ky
o

< ryok
utai

Tusin

<

　12 月になり、日野町で過ごす初めての冬に入り
ました。降雪量に、寒さに驚いてばかりです。
　ここ最近の SNS 発信の仕事としては、雪の中の
景色探しや、年末年始に投稿するための写真として
根雨神社や金持神社の撮影、これまでの撮影した写
真の整理・投稿準備を進めています。オシドリの飛
来時期のピークも近くになってきましたので、オシ

ドリの撮影に
もチャレンジ
しようと思っ
ています。
　これからも、
季節の景色な
ど魅力的な写
真を撮影して
いきます！

▲雪景色の金持神社へお参りに。
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▼
２
０
２
２
し
め
縄
作
り
教
室

手
作
り
の
し
め
縄
で
正
月
を
迎
え
よ
う

　

12
月
18
日
、「
２
０
２
２
し
め
縄
作

り
教
室
～
手
作
り
の
し
め
縄
で
正
月
を

迎
え
よ
う
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
和
田
佳
洋
さ
ん
（
小

河
内
）、
久
代
宏
一
さ
ん
（
黒
坂
）、
頭

本
芳
武
さ
ん
（
中
菅
）
を
迎
え
、
正
月

用
の
し
め
縄
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
「
し
め
縄
」
と
い
う
名
前

の
由
来
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

基
本
の
縄
の
な
い
方
を
教
わ
り
な
が

ら
、
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
何
度
か
縄
を
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
ま
し
た
が
、
初

め
て
経
験
す
る
人
も
。
最
初
は
苦
戦
し

て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
こ
つ
を
つ
か

み
、
最
後
に
は
見
事
な
し
め
縄
が
完
成

し
て
い
ま
し
た
。

　
「
縄
を
な
う
」
と
い
う
こ
と
が
日
常

で
は
な
く
な
っ
て
き
た
昨
今
で
す
が
、

ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
農
作
業
用
の
縄
や

わ
ら
じ
、
わ
ら
靴
な
ど
、
わ
ら
を
使
用

し
た
日
常
品
が
多
く
あ
り
、
作
る
技
術

も
代
々
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は

ほ
と
ん
ど
見
か
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、そ
ん
な
伝
統
文
化
を
、

ぜ
ひ
と
も
語
り
継
い
で
い
き
た
い
も
の

で
す
。

▲参加者に指導する講師の皆さん

▲次第に慣れ、きれいな縄が出来上がりました

出身地 : 境港市
情報発信推進員

粟谷 壮良
AWATANI SORAAWATANI SORA

　漆原地区、中上菅地
区で「支え愛マップ」
を作成しました。社会
福祉協議会の皆さんの
主導のもと、災害時を
想定した声掛けや、避
難所までの支えあいを確認しました。「わしが連
れてっちゃーけー」頼もしい声が聞こえました。

　昨年は、菅福の皆さんの心温まる優しさをいた
だきありがとうございました。今年も小さな拠点
高宮の郷が、よりにぎやかに、より充実した拠点
となるように取り組んでいきましょう。


